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激動の2年間 3
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今年の目標 4

チーム目標

鳥人間コンテスト出場

タイムトライアル部門優勝

達成

非達成
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今年の目標・反省 5

チーム目標

鳥人間コンテスト出場 達成

・申込書類
枠びっしり・全員飛ばなきゃならない訳
設計書類・３面図 安全性アピール
・ブログの宣伝
２,３月 更新数 20記事
・チーム数

8チーム中6チーム出場

（運）
Max 334PV 89人訪問
3月 5642PV 1178人訪問
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今年の目標・反省 6

チーム目標

タイムトライアル部門優勝 非達成 （棄権）

・花道風速７メートル（背風）
さすがに風強すぎる・機体方向変更不可
・尾翼可動部破損
設計製作連携ミスにより急遽増設した箇所
TFでは問題発生せず・見積もりの甘さ
修復経験不足（５分硬化エポキシ）
・帰還数 ２
①風がまだ弱かった
②尾翼サーボ破損も予備尾翼があった
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作業場の変遷 7

2014年2月に撤退予定

2014年11月に延期

2014年12月に延期
（作業は禁止）

2015年2月に延期
（作業は禁止）

学内作業場

学内作業場

OBさん宅ガレージ

賃貸作業場

学外作業場

12月 引越し
駆動・翼・ペラのみ

2月 引越し
学内に置いていた
物も賃貸作業場へ

物資のみ保管
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作業場の変遷 8

2014年2月に撤退予定

2014年11月に延期

2014年12月に延期
（作業は禁止）

2015年2月に延期
（作業は禁止）

学校からの提案
・ものづくり工房
平日土曜9：00～18：00・4×５m

・本庄キャンパス
理工から片道1時間半・屋外

過去の作業場・地下・屋外等
使用不可

学内作業場

学内での継続は困難と判断

・引越し計画遅延
・家賃節減交渉
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作業場の変遷 9

学外作業場

当初直接賃貸に引越し予定（11月）
物件の見直し

旧案

新案

理工

本キャン

本女

家賃 12万 → 14万
初期費用

80万 → 80万

利点
立地・広さ

欠点
家賃・契約
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作業場の変遷 10

学外作業場

利点
・立地
理工から徒歩20分
本女からも近い
・広さ
約50㎡ 製作にはギリギリ

欠点
・家賃

14万円 普通に高い
・契約者
機友会の方
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安全対策 11

もしもの為の安全対策
・ヒヤリハットの報告義務

・救急箱・消火器を作業場に設置

・赤十字救急救命講習受講

・安全管理委員

・TFでの睡眠時間確保・2日TF廃止

・TF参加者の旅行保険加入

・鳥コンでのパイロット保険加入

事故による
WASA解散の可能性・・・
（普段の作業・TF・鳥コン）

安全面でお金を切り詰めない！
節約はほかの場所で

今後

・さらなる作業場の清掃

・薬品系の保管

・粉じん対策
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会計報告 12

部費 3,610,000

繰越金 550,000

WASA会費 895,000

寄付金 665,940

理工展 205,450

3年積立 510,000

合計 6,295,000

機体製作費 931,388

桁代 1,073,304

設備費 31,634

TF 1,871,570

引っ越し 156,373

作業場家賃 1,638,000

繰越金 332,970

合計 5,992,679

収入 支出

TF未破損→製作費に余裕

家賃により支出急増
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会計報告 13

部費 3,610,000

繰越金 550,000

WASA会費 895,000

寄付金 665,940

理工展 205,450

3年積立 510,000

合計 6,295,000

機体製作費 931,388

桁代 1,073,304

設備費 31,634

TF 1,871,570

引っ越し 156,373

作業場家賃 1,638,000

繰越し 332,970

合計 5,992,679

収入 支出

多額の寄付
本当にありがとうございました！

TF未破損→製作費に余裕

家賃により支出急増
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今後の展望 14

TT転向後8年間記録なし

TT機を飛ばせるチームになっている

13’ 高速機設計・製作

14’ 機体製作効率化・軽量化・運用

15’ 14’での破損部改善・安全にTF運用

しかし・・・
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今後の展望 15

TT転向後8年間記録なし

では何が足りないか

本番で結果を残すために

・ 起きうることの徹底的な想定・対策

・ チームの知識→引継ぎ資料

・ 代表、設計（指示者）の余裕
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？？

今後の展望 16

13

14

15

TT転向後8年間記録なし
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まとめ 17

私事となりますが…

本当に大変な2年間だった。

今年は機体製作で大きな問題がなかっただけに、作業場・予算問題他多々で
予定が崩れたりしたのが悔やまれる。
危ない局面がいくつもあったが、班員の助けもあり乗り切れた。

今後はOBとして鳥人間プロジェクトに貢献していきたい。
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18

ご清聴ありがとうございました


